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作成日：2022年 1月 14日  

整理番号  

研究課題名 緩和薬物療法認定薬剤師の介入の医療経済効果に関する多施設共同後方視的

観察研究 

研究の対象 2021年9月1日から2021年9月30日までに当院において、がん性疼痛治療に

医療用麻薬を使用した患者さん 

本研究の目的、方法 緩和薬物療法認定薬剤師及び非認定薬剤師の介入による薬剤費削減ならびに

副作用回避に基づく医療経済効果を調査することにより、緩和薬物療法認定

薬剤師の介入効果を明らかとすることを目的とします。 

患者さんの診療録から必要な情報（性別、薬剤の中止・軽減を行った業務・

理由、削減した薬剤情報、薬剤の変更を行った業務・理由、変更前後の薬剤

情報（製剤名、規格、用法用量）、副作用の種類、被疑薬との経過など）を

収集し、解析を行います。 

患者さんへ新たに追加検査をご協力いただくことはありません。 

研究実施期間：研究許可日～2024年 3月 31日  

研究に用いる診療情報

/検査試料の種類 

利用させていただくカルテ情報は下記です。 

・性別、薬剤の中止・軽減を行った業務・理由、削減した薬剤情報、薬剤の変

更を行った業務・理由、変更前後の薬剤情報（製剤名、規格、用法用量）、副

作用の種類、被疑薬との経過 

外部への資料・情報提

供の有無 

 

データセンターへのデータ提供は、個人が特定される情報を除外した状態で

調査シートに記載し、第 3 者にはどなたのものか一切わからない形で使用し

ます。患者さんの個人情報と、匿名化したデータを結びつける情報(連結情報)

は、本研究の個人情報管理者が研究終了まで厳重に管理し、研究の実施に必

要な場合のみ参照します。 

公表 研究成果は学会や医学論文などに発表します。 

本研究の資金源/企業

からの援助（利益相反

の有無） 

本研究は企業との共同研究ではなく、企業からの資金提供もありません。 

 

お問い合わせ、連絡先 

（当該研究における当

院内での責任者） 

お問い合わせや以下のことなどあればお申し出ください。 

 試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者

さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としません。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
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 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障

がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することができます。 

 研究の進捗、結果についてお知りになりたい場合は、その時点でお答え

できる範囲でお教えします。 

済生会宇都宮病院 

所属 薬剤部 

名前 大野 凜太郎 

〒321-0974 栃木県宇都宮市竹林町 911-1 

TEL 028-626-5500  

備考  

 

 


